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一

詩 と庭園芸術 との 間の 平行関係
一

鳥　山　祐 介

　18世紀 ロ シ ア文学の 研究 に は
， 作品 を生 み 出した時 代 の 文化 的 コ ン テ クス

トの 理 解が と りわ け大 きな 意味を持 つ 。 本稿で は ， そ う した 考察 を手 掛か り と

して ， 18世紀 ロ シ ア を代表 す る 詩人 デ ル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の 作品へ の ア プ ロ ー チ

を試み る 。

　本稿 で は まず， ある特定の 思考様式 が
， デル ジ ャ

ー ヴ ィ ン の 詩作 品並び に 同

時代 ， 即 ち 18世紀未 か ら 19世紀初頭 の ロ シ ア に お け る様々 な 文化事象を通 底

す る コ ー ドと して機能 して い る と想定 す る 。 そ して ， この 時代特有の 思考様式

を反映 して い る様 々 な 文化事象の 中の
一

つ で ある庭園芸術 に 焦点 を当て
，

それ

とデル ジャ
ー ヴ ィ ン の 詩作品 との 問に 見い 出され る構造的な類似点をい くつ か

指摘す る こ とに よ り
，

1
両者 が 共有す る コ ー ドの 抽 出 を 図 る 。 こ う した作業 を

通 して 浮 き彫 り とな る時代 の コ ン テ ク ス トの 実像 は
， デル ジ ャ

ー ヴ ィ ン の 作品

の 読解 に も有益 な新た な視点を提供す る と思わ れ る 。

1
． 英国式風景庭園

　 デル ジ ャ
ー ヴ ィ ン が 詩人 と して の 活動 を始 め た 18世紀の 70−80年代 は ，

ロ

シ ア に お け る英 国式風景庭園の 導入期 に 当た っ て い る 。 幾何学 的な フ ォ ル ム を

特徴 とす る ヴ ェ ル サ イ ユ に代表 され る 占典 主義様式の 庭 園，
ピ ョ

ー
トル 大帝が

建設 した べ テ ル ゴ ー フ の 庭園 な どの バ ロ ッ ク様式 の 庭 園 はい ずれ も整形 性 を旨

と し て い た が
， それ に 対 し 18世 紀 に 英 国 で 発 達 した風 景 庭 園 は， 整形 性 を排

し
「
自然 ら しさ」 を追及 した こ とで 知 られ る 。 しか した びた び指摘 さ れ る よ う

に
，

こ こ で 造 園家達 が 自然 美 を再現 す る に あた っ て 模倣 の 対 象 と した の は
，

い

わ ゆ る 「自然 そ の もの 」 で は な く， ク ロ ー
ド ・ V ラ ン

，
ニ コ ラ ・ プ ッ サ ン

，
サ

ル ヴ ァ ト
ー

ル ・ロ ー ザ な ど と い っ た 17− 18世紀 の フ ラ ン ス や イ タ リア の 風景画

で あ っ た 。
こ の 様式 の 造園の 基盤 とな っ た の は， 自然 を描い た風景 画が本物の

自然 の 風景 よ り も
「
自然の 美 」 を体現 して お り， 絵の よ うな 自然 こ そ が美 しい

もの で あ る とい う， 現代 か ら見れ ば倒錯 と もい え る発想 だ っ た の で あ る 。
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　1778年に は
『
庭園 の 配置 に 関す る試 み 。 英語 か らの 翻訳 OIIblT　o　pacllo．10＞1〈e−

HHM 　canOB ．　 HepeBe」leHo　c　aHF ．qMticKo （
・o　H3bll〈a』 とい う書物 に お い て 英国式風景

庭 園の 理 念が 初 め て ロ シ ア語で 記述 さ れ ，

2
以 後 19世紀末 に か けて ，

パ ー ヴ ロ

フ ス ク ・パ ー ク や ツ ァ
ール ス コ エ ・セ V 一 の エ カ テ リー ナ ・ パ ー ク な ど この 様

式 を取 り入 れ た庭園が W シ ア で も造 られ る 。 こ う した 庭 園 は 文学 者達 に と っ て

も身近 な もの に な っ て い く。 カ ラ ム ジン の 著作に は 英国式風景庭園へ の 言及が

随所 に 見 られ る 。 また ， 詩や 絵画 や建築な ど多方面 に 才能を発揮 し ， その 文化

的素養に よ っ て 様々 な領域 で 友人デル ジャ
ー ヴ ィ ン に感化を及 ぼ した こ とで 知

られ る HA ，リヴ ォ フ （175H803 ） は ， 造 園家 と し て も有 名 で
， 典 型 的 な 英

国式風景庭園の 造 園 を行 っ た と され て い る♂ そ して何 よ り も， 自然 を美的対

象 とみ なす とい う当時の ロ シ ア に お い て は全 く新 しい 発 想
4
が 根 を降ろ す に あ

た っ て ， 英国詩な ど と と もに触媒の 役割 を果 た した の が 英国式風景庭園だ っ た

の で あ る ♂ こ うい っ た 背 景 を考 え れ ば ， デ ル ジ ャ
ー ヴ ィ ン が 『

サ
ー

ル ス コ

エ ・ セ ロ
ー

の 散策 HporWKa　B　CapcKoM　 Cene』 （1795）を は じめ この 様式の 庭

園を直接題材に した詩作品 をい くつ も残 して い る の は 全 く自然 で ある 。

　 また ，

1
占くか ら知 られ る ， 文学 の 隠喩 と して の 庭 園 と い う概念 も，

こ の 時代

の ロ シ ア に 無縁 で はない 。 カ ラ ム ジ ン は英国詩 の 持 つ
「奇妙 で快 い 空想癖 」 を

「英 国式庭園の よ うに ， 千 もの 思 い が け な い もの を見せ て くれ る 」
6

と評 して お

り
，

また M ．Φ．ボ グダ ノ ー ヴ ィ チ （1743− 1803）の 『 ドゥ
ー シ ェ ン カ llyLHeHbKa』

（1783）の よ うな 自由詩 に つ い て 「英国式庭 園 の よ う に ， どん な正 しい 統一
よ

り も， 芸術家 の 知性 と趣 味 を よ く表 す もの で あ る」
1
と も述 べ て い る 。 カ ラ ム

ジン の よ うな 当時の 文学者 に よ っ て も こ うした類推が 行わ れ て い た とい う事実

に は注 目して お く価値 が あ る♂

　 これ らの 前提 を もと に ，
こ こで 詩人 デル ジ ャ

ー ヴ ィ ン に 関す る
一

つ の 仮説を

立 て て み た い
。 即 ち ， 丿虱景画 が 自然 その もの よ り も

「
自然 の 美 」 を体現 して い

る とい う， 英国式風景庭園の 基盤 とな っ て い た 思考様式を彼 も共有 して お り，

また それ 故 に 彼の 作品 も庭園 と同
一

の コ
ー ドに 基づ くもの と し て 読む こ とが 可

能な の で は ない か とい う仮説 で あ る 。 次 に ， そ の こ と を彼の 作品の 検討 を通 し

て 検証 して い く。
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2．創作技法 に 関 して

2． 1．色彩

　 デル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の 多 くの 詩 に お い て 光や色彩 とい っ た視覚印象が豊か に表

現 され て い る とい う こ とは ，
こ れ まで に も しば しば指摘 され て きた 。

9
数々 の

色の 名前が あたか もカ タ ロ グの 様 に 並べ られ，た 次の 二 例 は， そ ん な彼の 作品の

特徴 を よ く示 して い る 。

KoF皿a　B　Ayr レ1　TBoH 　cpe6P 囗cTbI

r』月MITCA　KpacHaH 　3aPH ，

KaKレ1e　HyplIypbl 〔，「HMcTb ［

1・1P 〔｝3凵　囗，，IEIMeHHbI ，「OP ”，

C　lla八eHheM 　Bo 〆I　TBo ｝｛x　KaTSITcSl！

　　『泉　Kv’［Hou』 （1779 ： 83）

お まえ ［噴水」の 銀色の アーチ に

赤い 朝焼 けが の ぞ くと き

火 と燃 える紅色と

炎 と燃 える薔薇色が

落ち る水 と と もに動 い て い く ！

11yPllyp
，

」Ia：3yPLi
，

3．naTo
，
6arP｝｛Hel 廴，

C　3　e，yleHt、K、　TeHb ，
　CAH ｝憫cb 　c　cepe6PoM ，

qy畑 斌 〔yr川 iBHb】勇
，
6』e 置11｝川 ”飾 m ｝1匪】e 艮

CblnnK）T　BoKpyr
，
　THxHM 調yHeM

　　 3eHHU　K　yTe田 eHbK ） C 朋 K）T
，

　 　 　 　 　 　 rl』eHAK ）T ！

　　
『
虫［　Pa且yFa』　（1806：314）

紅 ， 紺青 ， 黄金 ， 茜，

暗い 緑色が 銀色 と溶 け 合 っ て

妙な る輝 き， 煌め く光 を

周 りに散 らし ， 静か な光線で

　瞳 を喜ば せ る べ く輝 く，

　 　 魅惑す る ！

　また彼は ， 次 の よ うな合成語や宝石 の メ タ フ ァ
ー に よる 視覚表現 も多用 して

い る 。

刀a3yPHo ’c 阿30 ’6阿p1030Bb［

Ha　Ka 冫KAO 「O　KOHue 　「lepa ，

TeHMCTL］ KPy 「目
，
　BOLIHb ［HOBbl

CTpyHcTa　3』aTa 　H　cpe6Pa ：

卜laK．itOH ｝1T一 月3yMpy ノ【b屋 6．，ae… yT！

冂oBep 日eT ．『 Hx 〔｝HTbI　ropflT ！

　　
『
孔雀 rlaB，棚 』 （1795：232）

瑠璃色鳩色 トル コ 石色

羽
一

本
一

本 の 先 に

陰 なす輪， 新 しく流れ る

幾筋 もの 金銀の 波

う つ む けば 一
エ メ ラ ル ドが輝 く ！

ふ りむ けば 一一
サ フ ァ イア が燃 える ！

　 この よ うな色彩性 は英国式風景庭園が 重視 して い た 要素で もあ っ た 。 既 に 述

べ た よ うに こ の 庭園 は 絵画 を手本 と して い た が ， さ ら に 興味深い こ と に
， 建築
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図面 を ひ くこ とか ら始 ま る整形庭園の 造園 と異 な り， 英国式風 景庭 園の 造園に

際 して は ， 予 めイメ ー ジ された庭 園の 光景 が実際に 彩色付 きで絵 に 描か れ た 。

次 の 引 用 は ，
1780−89年 に A ．T ．ボ ロ ト フ に よ っ て 出版 さ れ た 『経 営 雑 誌

9KOHOMMyecK”ta　MaE’a3vaH』 に ロ シ ア語訳 が掲載 さ れ た ，
ドイツ の詩 人 K ．K ．ヒ ル

シ ュ フ ェ ル トの 論．文の 中 に現 れ る造 園家 へ の 提言で あ る 。

したが っ て ， 木の 葉の 描き方 ， あ る い は絵画に お け る緑色の 組み 合わ せ 方に 関 して

常習 とされ て い る ように ， まず何よ り も， 白や 黄 と い っ た色調 と結び付 い た 緑色 を

見せ る べ きで あ る と考 え られ る。 そ の 緑の 向こ う に明 るい 緑 （CBeT ．ao・3e ・leHblM），

そ し て そ の 次 に 褐 色 が か っ た 緑 （6ypo・3e πeHb 面 ， そ し て 最 後に 暗 い 緑 （TeMH （）
・

3e 、leHbltl ）， そ して黒 み が か っ た色調 （qePHOBaTblit 　 Konep ） と続 くよ うに す べ きで あ

る 。 〈…〉 つ ま り， 庭 園建 設 者 は ， 絵 に な る よ うな 美 し い 景 色 （KaPTHI ｛Hblva　 M

叩 eKpaCIIblil 跚 D を様々 な色彩や植物の緑 で描 き出す に あた り， 風景 画家に必 要 と

され るの と同 じ能力 を持 っ てい な けれ ばな らな い の で あ る 。 そ して ， 後者が絵 の 具

と絵筆に よ っ て カ ン ヴ ァ ス の上 に光 景を作 り出す の と は逆に ， 前者 は ， 自然が彼 に

カ ン ヴ ァ ス の 代わ りに 与 えた 土地の 上 に ， 樹木や灌木や草の 織 り成す様々 な色彩で

光景を作 り出 さな け れ ばな らな い の で あ る。

「°

　 こ れ らの ま るで カ タ ロ グの よ うな色彩表現 ，
こ とに 時 に 合成語 を交 えた色 彩

表現 は， 先 に 引い た デル ジャ
ー ヴ ィ ン の 詩を想起させ

， また英国式風景庭園が

自然 そ の もの よ り も絵画 を志 向 して い た こ と をは っ き りと示 して もい る 。 また ，

この 引用の
「
絵に な る よ うな美 しい 景色」 とい う表現 で 用い られて い る形容 詞

KaPTMHHb 】tlに こ の 例の よ うに
「
絵 の よ うに 美 しい 」

「

絵に な る よ うに 美 しい 」

とい っ た意味が 与 え られ る よ うに な るの は 18世紀終わ りの 三 分の
一

頃か らで

あ る。

H
さ らに ）KHB 〔〕II｝1CH 鼎 とい う語 に も t8世紀末以 降 こ う した 意味 が 付与 さ

れ る よ うに な る♂
2

こ れ らの 年代 が ， ち ょ う ど英国式風 景庭 園が ロ シ ア に 導 入

さ れ普 及 して い っ た時期 に 符合 して お り， また 色彩の詩人 デル ジ ャ
ー ヴィ ン の

創作活動期 に も
一 致 して い る こ とに 注意 を喚起 して お きた い

。

2． 2． コ ン トラス ト

　色彩 に 限 らず ，

一般 に 多様 な要素 の 組み合わせ に よ っ て 生 じる コ ン トラ ス ト

の 効果 転 デル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の 詩に 顕著な特徴 と して し ば しば指摘 され て きた 。

例 え ば次 に あげる ， 他界 した ス ヴ ォ
ー

ロ フ 将軍 を悼ん で 書か れ た頌 詩
『
鷽』 な

どは その 最良の 例で あ る。
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，
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C　r〔〕PCTb ｝o　P 〔〕cc ｝｛H｝11．tce 目（，6e冫K 八aTb ？

　
『
鷽　　（〕Hレ1「囗Pb』　（1800：283）

また とあ ろ うか ， 兵馬 を率い 勇 壮邁進

痩馬 に また が っ て ， 乾パ ン を食 っ て ，

i寒 くた っ て 暑 くた っ て剣 を鍛 え て

藁の 上で 眠 り ， 朝 まだ きに離床

数多の 軍 勢 ， 城壁城門 の す べ てを

一
握 りの ロ シ ア兵 を率 い て打 ち破る男が ？

　 こ の 例 で は ，
K，，IAqa，

　 cTy 欺 a とい っ た 口 語的 な 語彙 と paTb， 6AeTb と い っ た

古風 な語彙の 混 用 もあ っ て ，
ロ トマ ン の 言 う

「
肖像性 ［ス ヴ ォ

ー ロ フ の 具体的

な人 間像］と芸術 的約束事 ［古代 の 頌詩 に 見 られ る普遍 的な英雄像］」 とが コ

ン トラ ス トを強調 され つ つ 結合 し
， 統

一
体 を形作 っ て い る 。

i「’
デル ジ ャ

ー
ヴ ィ

ン の 多 くの 詩作品で は文体や モ チ ー フ な ど様々 な レ ベ ル に お け る コ ン トラ ス ト

が 特徴的 で あ る が ，

14
こ の

『
鷽』 で は それ が 詩的描写 の 核 に な る 要素 と して 特

に効 果的 に 用 い られ て い る とい える 。

　
一 方 ，

コ ン トラ ス トの 効果 は英国式風景庭 園に お い て も常に 重視 され て きた 。

自らの 所領 トウ ィ ッ ク ナ ム に庭園 を設計 した rke　一一プ は ， 様々 な植物 を不規則 な

形 に 配 す る こ とな どに よ り得 られ る コ ン トラ ス トを， 驚異 の 要素 の 処理 や境 界

線 の 隠蔽 と並 ん で 造 園家が 遵 守 す べ き鉄則 とみ な して い た 。

D
また ，

ロ シ ア 語

訳 さ れ た 『庭 園の 配置 に 関 す る試み 』 の 著 者 も ，

「
対比 は し ば しば ， 土 地 の 状

態か らは考 え もつ か なか っ た よ うな美を見 い 出さ せ る」 と述べ
， 灌木 の 作 り出

す遮蔽 と間隙 ， 明暗の 度合 の 突然の 転換等が もた らす コ ン トラ ス トを賞賛 して

い る 。

1C’
時代 を共 有 した デル ジ ャ

ー ヴ ィ ン の 詩作品 と英国式風景庭園が ，
コ ン

トラ ス トとい う技法 を も共 有 して い た事 実 に こ こ で 注 目して お きた い
。

2． 3．符合が示 す もの

　以 ヒの よ うに
， デル ジ ャ

ー ヴ ィ ン の 詩作品 と英 国式風景庭園は ， と もに そ の

色彩性，
コ ン トラス トを特徴 と して い る 。

こ の 符合 は単 な る偶 然で な く， 先の

仮説の よ う に両者が あ る コ ー ドを根底 に お い て 共有 して い る こ と を示 して い る

と思 わ れ る 。

　既 に述 べ た よ うに ， 英国式風景庭 園 は，
い わ ゆ る

「
自然 その もの 」 で はな く，

風 景画の 模倣 と して 造 られ て い た 。 こ の 限 りで ， 庭 園 は 自然 その もの と断絶 し

て い た とい える。 自然の コ ピー を作 る こ とよ り も， ア イデア ル な
「
絵 に な る風

景 」 を作 り出す こ とに 腐心 して い た こ の よ うな庭 園 に お い て ， 様 々 な色 や コ ン
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トラ ス トをな す諸 要素 は 自然 その もの を写 し取 る 道具 で は な く， む し ろ外 界か

ら断絶 した 庭園 と い う自律的な秩序の 内部だ けで 相互 に 依存 し合 う諸要 素だ っ

た とい え よ う 。

　
一

方，
デ ル ジ ャ

ー ヴ ィ ンの 詩に お け る色彩や ，
コ ン トラス トをなす諸要素 も，

外界 を写 し取 る 手段 と して 働 くよ り もむ し ろ
， 詩 とい う閉 じ た秩 序の 中で 相 互

に 依存す る性格が 強い と考え られ る 。 彼の 詩 に 現れ る色 の 名の カ タ ロ グ は
， 現

実の 虹 や 孔雀の 色 よ り も， 並 べ て 示 され た他の 色の 名前 との 対比 に よ っ て 詩的

効果 を生み 出 して い る 。

17
また コ ン トラ ス トをなす諸要素 に 関 して も全 く同様

の こ とが 言え よ う。

　 こ の よ うに ， デル ジャ
ー ヴ ィ ン の 詩作品は外界か ら断絶 した 自律的な秩序へ

の 志 向性 を英 国式風景 庭園 と共有 して い る が ，
こ れ は先 に 述べ た

「
絵の よ う

な 」 美 へ の 志 向性 に 動機付 けられた もの と考 える こ とが で きる 。
こ の こ と は

，

デル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の 創作技法 と造 園の 基本理念 とが 同 じコ ー

ドに 基づ い て い る

とい う， 先の 仮説 を裏付 ける もの と考 え られ る 。 次章で は
， 彼の 詩に お い て 大

き な位 置 を 占め る 食卓 の 描写 に 関 す る考 察 に以 上 の 視点 を応用 し ， こ の 仮説 の

補強を試み た い
。

3． テ ーマ に関 して 一 食卓描写

3． 1． 食卓描写に おける味覚的要索の 希薄さ と視覚的要素の 優位

　周知の よ う に ， デ ル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の 詩で は テー ブル

， 即 ち食卓の 描写の 華や

か さが際立 っ て い る 。 よ く知 られた 二 編を例 と して 次 に あげる 。

Bb〔yr　阻M ムH5｛ 9ac ，
　Pa6bl　cJlyMHTb 　K　cTo 。ly　6ePyT；

レlneT　3a　Tpa ［le3y　rOcTe 勇　XO3HthKa 　c　xopoM ．

903peBalo　cTo 謂
一一 HBHHY 　pa3Hh［x　6。r｝o！l

　UBeTI田 K
，

【IoCTaB 』eHHh 凾　y3（＞POM ．

BarpqHa　BeTqHHa ，
3e．TeHbl 　LU 陛　C　＞1くe調TKOM

，

PyM 月Ho 一
聡 月T 聞 P（）r

，
　CblP 　6e川 」il，　paKH　KpaCH 』1

，

qTo　c、τoJ【b
，

只日Tapb 冖
目Kpa

，
　H　c　ro．qlyr6blM　HepoM

　 TaM　［1工yKa　rieCTpafi
− npeKpaCHbIl

正午が打 たれ ， 従僕達は食卓 へ 給仕に 急 ぐ
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客た ち の 群れ と と もに 女主は食事に 向か う

私 は食卓を眺め まわす ， そ して見 る の は

　数 々 の 料理 の綾 なす 花園

茜色の ハ ム ， 緑の シ チー に 卵の 黄 身 ，

狐色 の パ イ ， 白い チーズ ， 真赤なザ リガ ニ
，

黒光 りす る琥珀は キ ャ ビア ， 水色の 鰭 （ひ れ） を した

　 まだ ら模様の 川カ マ ス ー 素晴 し い ！

『
エ ヴゲ ニ ー

に 。 ズ ヴ ァ ン カ村 の 生活　EBreHHHコ．冫i〈H3Hb 　3BaHcKa別 （1807 ：326）

IIIeKcHMHcKa　cTeP 朋 ムb 　30JloTaA ，

Ka曲MaK 　H　60pHエ yme 　CTO 月T ；

B ］
1pacpHIIax

　BuHa ，［lyH凵1
，
6」【HcTaH

厂
［
’
o ，，lbllOM

，
　TO 　MCKpaMH

，
　MaHAT ；

CKypFMbHMU　6dlal’
oBoHbH 　，abloTcA ，

− vlOflbl 　cpe 朋 KOp3MH 　cMe 田 TcH ，

　　『午餐 へ の 招待

シ ェ ク ス ナ 川の 金色の ち ょ う ざめ
，

サ ワ ーク リーム に ボル シ チは もう並 べ られ

細首ガ ラ ス 瓶の 中で は ワ イ ン や ボ ン チが

時 に氷， 時 に 火花の よ うに 輝 きなが ら魅惑 す る

炉か らは芳香 が 流れ

籠の 間で果物が笑 う

rlPlir，ia田 eHMe 　K　o6eA ！f
’
』　（1795　二223＞

　 これ らの 絢爛 豪華 な食卓描写 が ， 伝記的事実 と して 知 られ る彼 の 旺盛 な食

欲
8
に よ っ て 動機付 け られ て い る こ とは疑い な い だ ろ う。 しか し，

一 方で 彼の

食卓描写が それ だ け で は説 明の つ か な い 要素 を も含 ん で い る こ とを見落 として

はな らない
。

　 こ こ で は ， 食物 を食物た ら しめ て い る要素で あ る味覚 を問題 に したい
。 上 の

例か ら も明 らか な よ うに ， デル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の 食卓描写で は視覚が 常に 圧倒的

な優位 を占め る
一

方 ， 食物 の 味 に は ほ と ん ど 関心 が 払 わ れ て い な い
。

ル サ ー ノ

ヴ ァ に よれ ば
， 全般的に デル ジ ャ

ー ヴ ィ ン の 作品 に お い て は 視覚 に 関す る形容

詞 は 非常に頻 度が高 くまた語彙 も豊富で あ る の に 対 し ， 味覚 に 関す る形容詞 は

変化 に 乏 し い と い う。 個別 の 味覚を具体的に 表現 す る もの と して彼が 用い て い

る形容詞は ， cnaA − tM （甘 い ） と ， 他 に は フ ォ
ー

ク ロ ア に 起源 を持つ とい わ れ

る表現 caxapHble 　 ficTBa （甘 い 食物）や ，
　 ToT 　 xoTe ．l　 ap6＞

・3a
，
　 a　 ToT 　 co ，lleHblx

orypHoB （西瓜 を好 む 者 もい れ ば塩 辛い キ ュ ウ リを好 む者 もい る ， 十人 1色 ）

とい っ た 成句の 中に 現れ る形容詞 caxaPHblti や co ．ICHbln 　eeに ほぼ限定 され て い

る。 その 他味 を表わ す形 容詞 と して は 、laKoMblA ，
　 BKyCHblti ，

　 BKycHe 舳 噛 等が あ

るが
，

こ れ らは全て
「
良い 味の 」 とい う意味 の 形容詞 で ， 具体的な個々 の 味覚

の 伝達 に適 した もの と は言 い 難 い
。 そ して意外 な こ とに ，

デ ル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の
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作品で は KHC ．UbJil （酸 っ ぱい ），
　 rOPbK 喃 （苦 い ），

　 TepnK 曲 （渋 い ） とい っ た形容

詞 は ， 全 く用 い られ な い elD

　 こ うした形 容詞 の 少 な さが 即味覚表現 の 乏 しさ と結び付 くわ けで な い が ， デ

ル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の 詩作品で は度々 食卓が描写 されて い るに もか か わ らず ， 食物

を食物 た ら しめ て い る味 に 関す る丹 念 な 表現 が 欠落 して い る こ とが 多い の は 確

か で あ る 。
こ れ は ， 普通 に考 えれ ば， 食通 の 詩人 に はい か に もふ さわ しか らぬ

こ とで は ない だ ろ うか 。

　 こ こ で ， 上 の 『エ ヴゲ ニ ー に 。
ズ ヴ ァ ン カ 村の 生活 』 の 引用 中の 最初の 連の

4 行 臼に 現 れ る
「
花園 　UBeTHHK 」 とい う

一
語 に 注 目 して み た い 。 こ の 花 の 咲

き誇 る庭園 とい う食卓の 比 喩 は続 く食卓描写 の 部分 に お け る色彩表現 の 華麗 さ

と呼応 して い るの だが
， 先 に も述 べ た よ うに デ ル ジ ャ

ー ヴ ィ ン を囲む 文化 的コ

ン テ ク ス トに お い て 庭園 とい うフ ァ クタ
ー は特に 英国式風景庭 園 と結 び付 き大

きな重要性 を担 っ て い た 。 そ う した コ ン テ クス トの 中で食卓 と
「花 園 」 との類

比 が 成立 して い る こ とを考慮すれ ば
，

こ こ で ， 彼が食卓の 描写に あた っ て も英

国式風景庭園の 構成原理 に従 っ て 食卓 を見 て お り，

「自然 そ の もの 」 に 代 わ る

「味 わ う こ との で き る食物 を乗せ た 現 実の 食卓」 か ら断絶 した
「絵 の よ うな」

美 を志 向 して い た と考 え る こ と もで き る だ ろ う 。

3． 2． プー シキ ンの 食卓描写 との比較

　 こ の 点 を検討 す る に あた り ， 同 じ くその 華麗 さで 知 られ るプー シ キ ン の 食卓

描写を ， デル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の もの と比較 し て み た い

。

『エ ヴ ゲ ニ ー ・オ ネ ー ギ

ン 』 の 中に現れ る有名 な食卓描写 を以 ドに 引用す る 。

BOtuefl：Hnpo6Ka 　B ”OTonoK ，　　　 入 れ ば天 井に栓 が飛 び

BMHa　KoMeTb ［6pbl3HW　T〔〕K，　　　　 シ ャ ン パ ン 1 彗星 」 が ほ どば しる

Ilpen　HH ：［　roast ・beef　oKpoBaB 』eHHb ［M，彼の 目の 前 に は血 の 滴 る roast −beef，

1イ TPK ）ΦJII4
，
　pr，CK （，LUh 　卜QHblx 　∬eT ，

ΦpaHuy3cKoM 　KyXHH 　JIy【亅田 廂 LIBeT
，

HCTpa36ypra　nHPoF 　HeTJ1eHHb 甬

Me ＞K　CblpoM 』同M6yprCK ｝｛M 冫K 回Bb1M

レ1aHaHacOM　 30JlOTblM．

そ して トリ ュ フ ， これ は若 き日の 贅沢 ，

フ ラン ス 料理 の 最上の 花

そ して リン プル クの 青かびチーズ と

黄金色 の パ イナ ッ プ ル の 間 に は

ス トラ ス ブ ール の缶詰フ ォ アグラ

Euエe　60Ka調OB　｝KaHくna 　lipoc 胚T

3a刪 Tb 【
’
OPHUH ” 冫K 叩 KOT 調eT

，

カ ツ レ ツ の 熱 い 脂 を洗 い 流 すた め

渇 きは なお もグラ ス を求め るが
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Ho　3BoH 　6pereTa　MM 皿oHocHT ，

し｛T（， llOBhl 尚　Haya ，nC 月　6a』eT ．

　　「
エ ヴ ゲニ ー ・オ ネーギン

　　ブ レ ゲ時計 の 鐘の 音が

　　新作バ レ エ の 開幕 を告げる

巳BreH噛 OHa・
nH 』 第 1章　XVI

，
　 XVII （1823）

） ）

KOHegHo
，

ほe　o八nH　EHreilH茴

CMmeHbe　TaHH　BHAeTb 　Mor ；

Ho　uembK 、　B：30P〔〕B 【d　cy 瑚 e1IH‘l

BTo 　BpeM 月 冫KIIpHbl再 6biJHIHpoF

（KHecgaCTHro，ロepec α 贋eHHb 謝 ；

na　BOT 　B　6yTbl爪 e　3acMcmeHHoth
，

MeNKny｝KaPK 匹｛M 　PI　6．laHMaH ｝Ke
，

IIMM，ls｛HCKoe 　日ecyT 　y冫Ke ；

　 『エ ヴゲ ニ ー ・オ ネーギ ン

もち ろ ん
一

人 エ ヴゲ ニ ーだ けが

ター＝ ヤ の 戸惑 い を見て取れ たわ けで はない

しか し人 々の 視線 と批評の 的は

その 時脂 っ こ い ピ ロ
ーグで あ っ た

（残念なが ら塩 が利 きす ぎて い た ）

そ して焼肉 とブラ マ ン ジ ェ の 間の 時間に

樹脂塗の 瓶の 中に 人 っ た

ツ ィ ム リ ャ ン ス コ エ が もう運 ばれ て い く

EBrell曲 OHeFl｛H』 第 5 章 XXXII （1825 ，
　 i826）

21

　
一 見 して 分 か る通 り， 数 々 の 食物 の 名 前 が カ タ ロ グ 的 に 現 れ る とい う点は

プ ー
シ キ ン

， デ ル ジ ャ
ー ヴ ィ ン 両者に 共通 して い る。 しか し ， デル ジ ャ

ー ヴ ィ

ン の 列挙 す る 食卓 の 上 の 料理が た だ見 られ る もの で あ っ た の に対 し ， プー
シ キ

ン の描 写に 現れ る の は同時に 味わわ れ る もの で もある料理 の カ タ ロ グで ある 。

第 】章 の 例で ， オ ネ ー ギ ン は 実際 に カ ツ レ ツ を食べ
， その 熱 さや脂 っ こ さ を感

じ， 渇 き を覚 え て い る 。 また 第 5章の 例 で は ， ピ ロ ー グに 対 し て 「脂 っ こ い

氷 HPHbl 山 ， あ る い は
「塩 が 利 きす ぎて い た IlepeCOuleHHhlta 」 と い っ た 評価 が 与

え られ ，
ま た KHec ・laCTMIO （残念 なが ら） とい う

， 味覚 に 基 づ い た価値判断 も

付 け加 え られ て い る 。 こ うい っ た 要 素 は，
テ ー ブ ル の 上 の 料理 を個々 の 身体的

な感覚 に つ な ぎ止 め て い る とい え よ う。

　また
， 食物 の 名前 を具 体的な地名 に結 び付 ける とい う手法 も両者に 共通 す る

要素で あ り， デ ル ジ ャ
ー ヴ ィ ン に お い て は

， それ は先 の
『
午餐へ の 招待』 の 中

の
「
シ ェ ク ス ナ 川 の 金 色 の ち ょ う ざ め 」 と い う 表 現 や

， 有 名 な 『
フ ェ リー

ツ ァ ．1 の 中の 次 の 引用箇所に 代表 され る 。

TaM　c 、1、QBHblil　oKopQK 　BecT φa 刑、cKOii ，　　　 か しこ に ヴ ェ ス トフ ァ
ーレ ン の 腿肉

TaM　3BeHL ｝l　pbl6b［ acTpaxaHcKoil
，　　　　 か し こ に ア ス トラ ハ ン の切身魚

TaM　n，．，IOB 　M　IlMpOFPt 　CTf ）AT ，
一 一

　　　　　 か し こ に ピ ラ フ
，

パ イが 並ぶ

　　
「
フ ェ リー ツ ァ 　Φc．ly“la』　（1782 ：97）

　しか し，
こ の よ うに 食物 と結び付 く地名は ， 両者 に お い て それぞれ異な る機

能を担 っ て い る 。 ヒの 二 例 が 示 して い る よ う に ， デ ル ジ ャ
ー ヴ ィ ン に お い て は
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そ うした 地名は 主に食材の産地を指 して い る 。 そ れ らの 地名 は他の 地名 と と も

に カ タ ロ グ的 に 並 べ られ る こ とで 内的 な秩序 を形成 し， あた か も一 枚 の 地 図 を

前に して い るか の よ うな印 象を読者に 与 え る。 そ れ に 対 し，
プー シ キ ン の 食卓

描写の 中に 現れ る地名 は多 くの 場合そ の 食品 が加工 され た 土 地の 名前で あ り，

しか もこ こで 言及 さ れ て い る食物 は当時 の 読者 に特定 の 味覚 へ の連想 を呼 び起

こ す もの で あ る 。 例 え ば，
19世 紀 の 】0 年代 終 わ りか ら 20年 代初 め に か け て

の ア ン グ ロ マ ニ ア の 潮流を反映 した ロ ー ス トビー フ や ， ナ ポ レ オ ン戦争の 最中

に 発明 され た 缶詰 フ ォ ア グ ラ は当時 の 流行 品で あ っ た 。 また 当時ベ ル ギー か ら

輸入 され て い た
「 リン ブル クの 青 か びチ

ー ズ ．iH：t6yprcKHM ＞KHBoh 　Cblp 」 は非常

に 辛 く， また きつ い 臭 い を放 つ こ とで知 られ て い た 。

22
こ の よ うに

，
この プ ー

シ キ ン の 例で は ，

一
見 カ タ ロ グ的に見 え る食物の 名前の 羅列が ， 実際に は非常

に 具体的な味覚 を伝達 す る要素 を含 ん で い る とい え る 。

　 さら に三 つ 目の 相違 点 と して ， デル ジ ャ
ー ヴ ィ ン で は食卓が 不 動の もの とし

て 描か れ て い るの に対 し ，
プー シ キ ン で は食物が 動 きを と もな っ た状態で 描 き

出さ れ て い る こ と を指摘 して お き た い
。

『エ ヴ ゲ ニ ー ・ オ ネー ギ ン 』 第 5章 に

は 「
焼肉 と ブラ マ ン ジ ェ の 間の 時間に 樹脂塗 の瓶の 中に 入 っ た ツ ィ ム リ ャ ン ス

コ エ が も う運ばれ て い く」 とい う表現 が 現れ るが ，
こ こ で は HecyT 　y＞Ke と不完

了体動詞現在形 が 用 い られ て い る 。
こ の こ とか ら ， こ こ で は

「
運ば れ て い く」

動作 が プ ロ セ ス に お い て と ら え られ て い る と考 え る こ とが で き る 。 そ れ に対 し
，

デル ジャ
ー ヴィ ン の

『
午餐へ の 招待』 で は ， 数々 の 食物は テ

ー ブル の 上 に
「
既

に 並 べ られ て い る y＞Ke　Cl’OSIT」 もの と して 描か れ て お り， また
『
エ ヴゲ ニ ー に 。

ズ ヴ ァ ン カ村の 生活』 で も， 食卓は
， 既 に 整 え られ ，

た だ客 た ち を静 か に待 っ

て い るだ けの 存在 と して 描か れ て い る。 特に 2 行 目の
「客 た ち の 群 れ と と もに

女主 は食事 に 向か う 幽 eT　3a　Tpalle3y　I’ocTeVt　xo3flMKa 　c　xopoM ，」 とい う詩句で

は ， Tpa 【Ie3a （食 事） と い う単語 が rocTn （客 た ち）や xo3HtlKa （女 主 ） よ り先

に 置か れ て い る とい う語順 が食卓 の ス タテ ィ ッ ク な印象 を助長 して い る と考 え

られ る。

3． 3． デ ル ジ ャ
ー ヴィ ン の 詩作品 に お ける食卓 と い うモ チ ー フ の 機能

　 こ の よ うに プ ー シ キ ン との 比 較 に よ っ て 明 らか とな るデ ル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の 食

卓描写 の 様々 な特徴 を手掛 か りに
， 食卓 と い うモ チー

フ が 彼 の 詩作品の 中で 担

う機能， さ らに そ れ が 創作者た る彼に と っ て 持つ 意 味 につ い て 考えて み た い
。

　 まず ， デル ジ ャ
ー ヴ ィ ン の 食卓描写 に お い て は味覚 に 関す る表現 が 希薄で あ
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注

＊ 本稿 中の デル ジ ャ
ーヴ ィ ン の作 品 の引用 は以下 の 作品 集 を用 い ， （ ）内に執筆年 と頁

数を示 した 。 Ileρon’a6u κ 君 P ．　CTHxoTBopeH朋 ． （BM6、1“oTeKa 　nogTa ．　Bo、lbuJafi　cepMH ．）2・e

H311．　JL
，
1957．

t
デル ジ ャ

ーヴ ィ ン 研究に お い て こ うした ア プ ロ ーチ は筆者の 知 る限 り今 まで試 み られ

　 た こ とが な い が ， 18− 19世紀初頭の ロ シア 文学 と庭園芸術の 密接な相関関係に つ い て

　 は リハ チ ョ フ の研究が ある 。 nuxa 　ve6 　a ．　C ．　Hog3Hfi　canOB ．　M ．
，
1982 を参照 。 な お

，

　 英文学 ， 文化研 究の 分 野 で ， 庭 園 と い う要素 を鍵 に ポープ や トム ソ ン と い っ た 18世

　 紀詩人 を論 じる こ とは既 に
一

般的 とな っ て い る。
Malins　E．　English　Landscaping　and

　 Literature　1660−1840，　London ： Ox　fo　rd　UP ，1966；Hunt ，ノohn 　Dixon．　The　Figure　in　the

　 Landscape．　London ： 亅ohns 　Hopkins　UP ， 1976等を参照 。

Z

当然 なが ら ， 英国式風景庭園の 理 念 は直接外国語 を通 して も っ と早 くロ シ アへ 導入 さ

　 れ て い た と考え られ る の で ，
こ の 年代 は あ くまで

一
つ の 指標 に 過 ぎな い 。 nuxa　vee

　 ／Z・　（］　冂OS3Hfi　ca八〇B。　C ．160，
3
　TaM ＞Ke ．　C．203．

“ 18世紀 ロ シ ア にお け る自然観 の 変遷 に関 して は ， 藤沼貴
『
近代 ロ シ ア 文学の 原点

一一一一

　 ニ コ ラ イ ・カ ラム ジ ン 研究』 （れ んが 書房新社 ，
1997）第

一
編第五章 を参照 。 な お ，

　 こ の 研究で も述 べ られ て い る よ うに ，
18世紀末 ロ シ ア に お け る人 々 の 自然観 の 変容

　 と密接な関係 を有 して い るの が
，

カ ラム ジ ン に よ る トム ソ ン 『
四 季』 （1726−30）の w

　 シ ア語訳 （1787）で ある 。 トム ソ ン の描 く情景の 多 くを
，

ク ロ
ー ドや グ イ ドな どの絵

　 画の 中の 風景が 詩の 中に持ち込 まれ た もの とす る パ グス トラ ム の 指摘は
，

U シ ア に お

　 け る トム ソ ン受容 と い う現象が ， 本稿で 述べ る絵画性 へ の 志向が作 り出す文化 コ ー ド

　 に則 っ て い た可能性 を示 唆して い る。
Hagstrum，　 Jean　 H．　 The　 Sister　 Arts： The

　 Tradition　of 　Literary　Pictorialism　and 　English　Poetry　from　Dryden　to　Gray．　Chicago：

　 Uof 　Chicago　P，1958．　P、243−267 を参照 。

5
英国式風景庭園の こ うした 役割 とカ ラ ム ジ ン との 関わ りと い う問題 に 関して は ， 鳥 山

　
「
絵 の よ う な 美 を 求 め て

一一 18世 紀 末〜 19世 紀 初 頭 ロ シ ア 文 化 史 よ り」 ，

　 『SLAVISTIKA 』 15 （2000）： 1−31 を参照 。

6
　Kapa ．if3aH 　H ，ルf，　M36p．　coq ．： B2T ．ル1．；JI．，1964．　T．1．　C．572．

フ

　TaM ＞Ke ．　C ．205−206．
S

こ うした類推の 例 をは じめ ，
ロ シ ア

「セ ン チ メ ン タ リズム 」 期の 文学 と絵画 ， 庭園，

　 美学思想 ， 観相学 な ど の 関わ りを幅 広い 視 野で 論 じた もの に lk
’
ovem κ 06a 　 H ． ノτ．

　 Fepo藺　PyccKol
、
（）　ceHTMMeHTa ．IP13Ma ．　2：　nopTpeT　M 　ne前3a ）K　B　JIHTepaT ＞

’pe　pyccKoro

　 CeEITHMeHTaJIM3Ma ／／XVIII　BeK ．　Bbm．15．　JrL， 1986．　C．ア0・96 が ある 。

“

　ノ
ー
lyκoB σκudi ノ

「
l　A ．「aBpnla 　PoMaHoBH ・1 ∬ep ＞KaBHH 〃 〆IlepJtcaBttH厂二1：）．　CTHxoTBopeHH只，

一 69 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

鳥山祐介

　 ∫L
，

】957．C．，33；3ana∂o θ A ．β，「［09Tbl　XVIIIBeKa．レ13A．　MocKoBcKoro　yHHBePcHTeTa ，

　　1979．C．133；K δIle，　HetmuL　Farbe，　Licht　und 　K ［ang 　in　der　malenden 　Poesie　Der乏avins 。

　 Mtinchen，1966 等を参照。

10
　．・7ttxa　vee ／Z．　C，　Ilog3HA　caAOB ．　C ．198．

Il

　C ・・qoBapb 　PyccKoro　fi3biKa　XVIII 　BeKa ．13b［rL9 ，　ClI6．，　1997．　C．265．
］ユ

C．nyoBapl，　pyccKo「。 ”3b 】Ka 　XVIII　BeKa ，　Bbm，7，　Cn6．， 1992．　 C．127 に お け る 1798年 ，

　　1803年の 用例 を参照 。

［l

　nom ・−taH　ノひ　ルf．　bece、qbI｛］ pycCKoti　KyJlbType ： BhlT　H　TPa 以Hqtd｝i　pyccKoro　ABoPHHcTBa

　 （XVIfl・HaHa ．io　XIX 　BeKa ）．　CrI6．， 1994．　C ．181 を参照 。

］4

例 えば ， デ ル ジ ャ
ーヴ ィ ン の 頌詩 に お け る コ ン トラ ス トの 機 能 に つ い て は CePMaH

　 li− 3．　OT　JMpMuecKo 「o （・月1＞ KaogTMt ｛ecK   甬6HorpaΦHH ／／｝）y（：cKH 営K ．laCCHILH3M ．　JI．
，
1973．

　 C．80−96 〔F，，1aBa　lV）1こ言羊しい Q

b

　Malins　E ．　Engiish　Landscaping 　and 　Literature　t660−【840．　P．37．
16
　 v7axaife6 ノ五　C ．　no93HA　caAOB ．　C．168・169。

17
チ ュ ッ チ J ．フ も同 じ く合成形容詞な どに よる色彩表現 を多用 したが ， プ ン ピ ャ ン ス キ

　 イが
「
古 い 時代の 色彩派の 詩人達 「ドイ ツ ・バ ロ ッ ク や デ ル ジ ャ

ー ヴィ ン］に お け る

　 よ うな き らびや か な色調 を和 らげて い る」 と評 した彼の 色彩表 現 は ， デ ル ジ ャ
ーヴ ィ

　 ン の よ うな ど ぎつ さ を と もな うもの で は ない 。仮 に チ ュ ッ チ ェ フ の
「
言語の 不連続性

　 へ の 不信感」 を考慮す るな ら，現 実世界 へ の 接近 の 手段 と して の 彼の 色彩表現 と
， 自

　 律的 な秩序 と して の デル ジ ャ
ーヴ ィ ン の 色彩表現 とい う対立 の 図式が浮 き上 が っ て く

　 る。／7y．ifngHc κua
’

u7 　B ．　Ilos3miΦ．　PL　TK）TyeBa ／／v．　pamHfl．　TH〕T買eBcKE嶺 a 爪bMaHax 。　JL
，

　 1928。C．39−40 を参照 。

Ix
　 Xo ∂ace6uv 　B．φ．　Aep》KaB レdH 〃 Co6p．　coy ．： B4T ．　T．3．　M ．，199ア．　C，3ご13−344．

ig

　PLycaHo6a　H．　b
’
，　SfiPITeTbl　llcpM｛aBHHa ” XVIH 　BeK ．　BbllL8．刀．， 1969．　C．99−100，

⊃°

　flVulκtiH　A ．　 C ．　Ho．qH，　co6p ．　cotl．： Bl7 　T．レ13メ1．　AH 　CCCP ，
1937・］959．　T．6．　C．1L

こ 1

　
’
raM　冫Ke ．（：，111．

2 ！

料理 に 関す る説 明 は ， ．，・70nz．vaaκ 10．　M ．　PoMaH　A．　C．　 HyLuKMHa ，、　EBreH曲 Oi｛er 回H 、，．

　 KoMMeHTapH所．　JI．
，
1983．　C ．143；C，noBap 【，　sl3blKa 「ly正uKHHa ： B4T ．　M ．， 1956．　T．1．C．790

　 を参照 した 。
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f'ivYv-  [7i  tz t  l8 ttfid)RdiXQOecrk

}OcyKs TopHAMa

  nep)KaBHH H  <<peHpe3eHTauua,>  KoHua  XVIII  BeKa:

Hapanne"H3M  Me>KAy  nog3Heti  li caAoBblM  HcKyccTBoM

   F. P. "eplkaHMH Ha"a.T  cBofe  jrMTepaTypHyro  ltefiTevlbHocTb B 70-80-e ponbl  XVIII

BeKa.  DTo 6bl."o BpeMfl, KopJLa  B PeccHlo fipHlllJro HcKyccTBo  co3J[aHMA  aHr"vtthcKux  canoB,

ue,nbro KoTopopo  6bt,no co3naHHe  "eM3a>f(a  [IyrreM  fioJLpa>KaHMsl rleta3a-f{oM  lk}tBoltMc". B

bToti pa6oTe  Mbl cTaBliM  cBoe"  3aJLaHeca noKa3aTb,  uTo  o6pa3  Mblc"eta, .qeHal[(Hth  B ocHoBe

canocTpoMTe.lbcTBa  B sToM  cTvijle, IIpoflB.qHeTcH H B  IIoD3MH  nep-aBliHa B KaqecTBe

Ky,,lbTypf]opo Kona  Koima  XVIII  BeKa.

   Me>KJty aHr.n"thcKMMM caAaM}1  M fios3"en ,L!ep>KaBMHa  ecTb  coOTBeTcTBMe,

3aK.q}otleHHoe  B TBopilecKoM  MeTone:  y>Ke He  pa3 oTMeHa"ocb,  tlTo  n.IH nog3MH  ,[Lep>KaBHHa

(Hallp. <{L<ul}eL{,), (<PaAyl'a}),  H T. Jt.) xapaKTepHbl  Ko.lopHTHocTb  M KoHTpacTEIocTb.  DTM >Ke

s.leMeHTbl  6bmH cBe}U{cTBeHHb[  va A.qA aHr""tacKMx  caJLoB. DToT napa.IJIe"H3M  o6'bHcHHeTcfl

TeM,  qTo  M To, M ILpyroe  ocHoBaHo  Ha  onHoM  o6pa3e  Mblc.leta: }{ HeD3H",  H aHp.:HtacKMM  call

Bec"poM3Bonn!M  x3o6pavaeHHoe  Ha  KapTMHe,  KoTopoe  cgHTanocb  KpacMBee  BMnoB  peanb}{ota

npliponbl.

   1･13BecTHo, gTo  JLep>KaBMH ttacTo  oueHb  HbituHo  H3o6pa>Ka.l  o6eneHHbM  cTo,n (Hanp. B

cTHxoTBopeHHHx  <tEBreH"Lo.  >I<H3Hb 3BaHcKa")}, {`MpMrJaujeHHe  K  o6eily>), H T. JI.).

OJtHaKO, B OT,,OMgne OT  fiYLIIKHEIa B CBOHX  CTHXaX,  OH  O['PaHMileHHO  HCIIO,Ab30Ba,fi ,leKCMKY,

0603HagalOUEYH]  BKYC  ellbl. Y"OTPe6,neHMe C,TOBa  `{UBeTHMK,>  B KaileCTBe  MeTaCi)OPh[ CTOJIa

"oKa3blBaeT,  HTo  B epo  co3Ha}pi"  cyuLecTBoBana  aHa.qorMA  Melkny  cTomoM  " caaoM.

O-(cblHaeR{blta JILep>KaBl{HbEM <{HaeaJbHblPi  cTo.l,>,  KoTopblth  Bo3neMcTByeT,  fiono6Ho

KaPTP]He,  TO.lhKO  Ha  3PeMMe, nOII06eH  aHl'.nyHnCKOMY  CaAY,  BOC"POM3BOflAUteMY  MIIeaJIbHblia

ReFdt3a)K.

    Z3 BblulecKa3aHHoTho  MoMfro  3aK.eloH"Tb,  
!{To

 o6pa3  Mblc.aeth KoHlla  XVIII BeKa,  npM

Ko'ropoM  HILea.Ihl[hiH BHJI B -"BonHcH  cg"Ta,nc"  Kpac"Bee  peartbHoro MHpa,  .ae>Kana B oc}{oBe

He  TOjlbKO aHr.wrMCKOrO CaAa,  HO  M II093MH neP>KaB"Ha, HBg{fi"Cb CBOe06Pa3HblM

KY.lbTYPHblM  KOJIOM.
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